
調剤をしていて

媛聞に思ったこと，

医師または患者さんに闇

かれて困ったこと，医師に媛

畿照会して対応したがいまひとつ納

得できないこと，ありませんか? 皆さんの疑問

に各分野の専門家がお答えいたします。

直閏・休日毎加算を算定した場合，レセブト

には処方せんを受け伺けた時聞を記揖しない

といけないのでしょうか。 (匿名籍望)

必要ありません。

従来の加算で、ある「時1111外)111算j，if.本|二|加算j，

m~ィえ加算j を算定した場合には，司M剤報酬Iy~訓告: (以

|、\レセプト ) の「摘~j 欄に， i当該調剤を行った嗣斉IJ

月円及び嗣斉IJII守111];;手当該)111算を算定した事H:Iが明石正に

わかるよう記載すること」とされています (表1)。しか

し 2008:'1:.4月1日より新設されている 「夜間・休11等

力11算jについては，算定した月|二1やH制l¥jをレセプ卜に記

載することは一切求められていませんので，当然なが

ら，その必要もありません。

ただし平|二|や二I-: lliri~11に「夜11.¥1・休1:1~'í';加算」 を t~:T仁

表1 レセプ卜記載について

Iw調剤l報酬請求書及び調剤報酬明細書に関する事項

第2 制剤報酬IljJ荊11':'::の記¥I&'!!!iil'f(係式第5)

2 司M1¥lJ報酬IljJ綱!l1't:に関するJ]fJji

(28) ["摘~J榊lについて

ア {町内)

イ 堕聞赴坦算ム生同日豊午Z査担実呈は時閉例日
算2畳聞とを算歪」主盟会は当該制剤lをfJった調
方IJJ'J 1.1 1えび調剤|時 11日当手当該力Jltt を t?:)じした~JHIIが
IljJji{l[にわかるよう記jljl(すること。

097611'8))711 m険後百~82 ~;. r ;;~lf.t報酬，iifj.:Rì lれ?の，l~ ÎIi'( ~~ri~'}{こっしてj
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Informalion 

ご質問をお寄せくだ

さい。なお，回答は窓箆

に鑓践することによってのみ行い

ます。電話やファクシミリによる回答

はご容敵ください。また，特殊なケース

の質問は，採用され主主いこともありますのであら

かじめご3'1:Jtください。

した場合には，薬)併に処);"せんの受け付けH寺1I¥jを記載

する必要がありますので，忘れないよう注意してくだ

さい (表2)。

舛来服藁宣握料を算定した場合，襲剤告の12

眠方法など，レセプトはどのように作戚すれ

ばよいのでしょうか。 (匿名需望)

服薬支援を行った対象薬剤の名称は記松する

必要はありませんが，外来)Jli業支援料に係る

レセプトは，通常のレセプトとは日IJに作成する必要が

あります。

2008年4月11:1より新設されている点数JJ'iI~I の うち .

外来)JIn~診療および退院時共同指導料については，処

方せんにN~づいて発生する点数ではないことから.通

表2 薬歴への記載について

区分01 調剤料

(1)澗剤キ|のィ主r:リ・H，I.I等加m
ア (1峨)

イ ィ主/I:J. H，I" ~.~の"貨を算定する保険業}IIJはmJJ~l時 j::J
を当該仇:険業!寸の|λIfltlJ1えび外s!IJのわかりやすい場
所に衣示するとともに.ィJ(1I1].休H等JJJlt)の対象
となる"及び'立・十:j"IfSI:tJ，mーを然防l人jのわかりやすい
場所に拘示する。また.平日又は土曜日に夜間・
休日等加算を算定する患者については.処方せ
んの受付時間を当該患者の薬剤服用歴の記録に
記載主豆旦

(2008"/，.3 n 5 1-1 保|宍JÊ~'.0305001りf診故報酬のn定Jiil;のililJiヒサイこf"1'う
~Ji施 l のWI:0: ']UJ[についてJ 別添3 )
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常のレセプト(処方せんに基づく調剤分に係るレセプ

ト)とは別に，それぞれ単独のレセプトとして作成する

こととされています (表 3)。

また，外来m~薬支援料を算定した場合には， m~薬支

援の対象となった薬剤の名称までレセプトに記載する

必要はありませんが， r服薬管:理を支援した日J，r月眠薬
支援に係る薬剤の処方Il~の氏名J ， r保険医療機関の名
称jについては，まとめて「摘要J欄に記載しなければ

なりません(表3)。
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表3 外来服薬支援料および退院時共同指導料のレセプ卜作
成について

ν 調剤報酬請求書及び調剤報酬明細書に関する事項
第2 調却l報酬l別調lIilFのJ己戦史官(U線式第5)

I 捌~J報酬l抑制科の記~世~官iに|刻する一般的事以 | 

(3) 1日J-忠者につき.I .. J--医療機関の保険Igが交付 した |
処方せんに係る調布IJ分については.一日してI枚の 月
I lj j剥II f~Fに記航すること。 ただし I歯科と歯科以外の
診療科の処方せんについては.それぞれ別のIYJ剤111''::
に記載すること。また.外来服薬支援料及び退院

時共同指導料に係る明細書については，処方せん

正喜ちく調副穿古藤る明細書とは別とし.そ五ぞ

れ単独の明細書とすること。

2 司~剤報酬l河端11 ; 1::に関する -，)üj'i

(14) ["保険医療機関のiiJ[.U:地及び才I祢」欄について

処方せんを発行した保険12I(以下 f処方|宍jとし今。)
が診療に従事する保険阪療機関の所イOt!J.及び名称を
処)jせんに悲づいて記.1改すること。また.外来服薬

支援料及び退院時共同指導料に係る明細書並びに後

)gJ ~布碍夜末1ID相談支援料を算定し主芳苓であっ て
IJ1JrJに記載すべき処プ'j(忠Jすの千1:宅療主主を担う保険l災
以外の保険|欠による処-Hを合むものとする。)がないl列
紺lil ~については記載しないこと。(以下 ， 1院)

(15) n別検lぎ氏名J榊lについて
処方1ぎ である|災 mu又は的科 12I r. llî の~'I:名を 記íI在する
」と。

(小田内)また，外来服薬支援料及び退院時共同指導

料に係る明細書~w.びに後期lお齢者終末j抑制 l談支援料
をす1定した場合であって1，;lrJに記載すべき処方 (忠者
の千1--宅医療を矧う保険|医以外の保険医による処方を合

むものとする。)がないl明細許については記載しない

こと。(以・|¥目指)

(28) ["摘WJ慨について

ア~ケ (1峨)

己l埋堕璽主援担主皇定する場合';1:，服薬管理を支
援した日.服薬支援に係る薬剤の処方医の氏名及

立埋槍医療機関の名称、を記載すること。

工」民主立主盟主:む1主主主主主単合は.指導U，IT.ぴ
に共阿して桁樽をnった保険lえ肴設向Jî又は司H者~~
削の氏4〆'，)えび保険医療機関の名局;を3i:紋すること。
なお.保険12I等の氏名及び似険l災被主担型(})?"生ι
2ヒエ且之算定対象となる忠者が入院している保険
医盤壁盟主主主~: 4í該}J.I，.(:'j-の退院後の生主医武主些
う保険医療機関についても記I依するものであること。

(31) ["薬学1~(翌日料 J 榊lについて

ア rf抑制の羽の |ー側には.算定した柴マ:管J1H:f'1(薬学
干1:里H料のfJII伐を含む。以下|司じ。)の記ガと|日|数を
下記により記秘すること。

(カ)外来服薬支援料を算定した場合住ιJ盟旦皇
号を付してその回数を記載すること。

L三u且院l時JUuJ指導料を算定した場合は.直冥!の
』氾けを付してその酬を記射ること。 I

(J 9ï6年8JJHI 保険党第82 サ 「診療報酬前ボ~~:t~の記4主要領等についてJ
別紙1)


